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研究成果の概要（和文）：　国立公園地域では、自給経済活動（焼畑・水田）を圧迫せずに安定した現金収入を
もたらす市場経済活動の模索が必要である。焼畑農業地域では、慣習法組織による適切なルール設定とその効果
的強制の仕組み作りによる現金収入のための活動（金採取）および焼畑農業の継続が望ましい。インドネシアで
は保護地域の管理に関して、目的達成のための「手段」としての参加が国家政策で保証され、周辺部の自然資源
の利用が認められることで人々の自律的な発展を目指す「目的」としての参加も大方実現している。
　自給用の農業（特に焼畑農業）の維持を前提として、地域特性に応じた現金収入源の確保・創出を参加の原則
に則って進めることが重要である。

研究成果の概要（英文）：In National Park area, it is necessary to search for stable cash income 
sources without putting pressure on self-sufficient economic activities (swidden agriculture, paddy 
agriculture). In other area, it is desirable to continue swidden agriculture and economic activities
 for cash income (ex. gold panning) by establishing appropriate rules by customary institution and 
creating effective enforcement mechanisms.  Regarding the management of protected areas in 
Indonesia, participation is guaranteed by national policy as a ‘means’ to achieve the goal, and 
the participation as a ‘purpose’ is also largely realized because the use of natural resources in 
the surrounding area is permitted to facilitate the peoples’ autonomous development. 
On the premise of maintaining self-sufficient agriculture (especially swidden agriculture), it is 
important to promote the securing and creation of cash income sources according to local attributes 
in accordance with the principle of participation.

研究分野： 環境社会学、森林ガバナンス論、東南アジア地域研究

キーワード： Heart of Borneo　生態系保全　先住民の生計　国立公園　焼畑農業　参加
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研究成果の学術的意義や社会的意義
インドネシア林業大臣、マレーシア自然資源・環境大臣、ブルネイ産業・資源大臣により署名された３カ国宣言
（2007.2.12）の対象であるHeart of Borneoの総面積に占めるインドネシア領の割合は72％である。本研究の対
象地である北および東カリマンタン州は、総面積に占める割合が合わせて38％となり極めて重要な地域である。
したがって、地域の特性に応じた生計のあり方を提示できたことは、ボルネオ中央部を国家戦略地域として明確
に位置づけたインドネシアの森林保全政策のみならず、世界の重要生態系保全に対する学術的かつ政策的（実践
的）な貢献の意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

アジアで最大の熱帯雨林が分布するボルネオ島は、1950 年代には島のほぼ全域が森林に覆わ

れていたものの、2006 年には森林被覆率が 57％にまで減少した。その原因は、違法伐採を含む

木材生産、アブラヤシ農園開発、石炭採掘、火入れ開拓など、経済成長の原動力となった開発

行為である。その結果、現存する森林のほとんどは、開発の影響が少なかったボルネオ中央部

（Heart of Borneo: HoB）に分布している。 

 この HoB は生物的に高度な豊かさと固有の価値を有することが推定されている(Raes et al, 

2009)。一方で先住民のかつての主な生業である焼畑農業は、コメを収穫したら畑を移動させ、

一定の休閑期の後に再び元の場所に戻ってくる循環型焼畑農業であった。しかし井上（2014）

などが指摘するように、近年は除草剤の導入や永年生作物（ココア、ゴムなど）によって人々

の土地利用は急速に変化しつつあり、かつ地域による偏差が大きい。また、インドネシア政府

は気候変動政策に対して積極的であるが、地域住民へのインセンティブの設け方についてはパ

イロットプロジェクトによって検証している状態である。さらに、2000 年以降のアブラヤシ農

園開発や石炭開発は数万 ha 規模で森林をすべて切り倒し森林生態系が消失するばかりか、森林

火災の原因にもなりやすい。こうして森林に貯蓄されていた炭素は放出され、一方で地域住民

の生計は大転換を余儀なくされる。 

 今まさに、生態系保全、気候変動対策、住民の生計維持・向上という３つの重要課題を同時

に達成するために実現可能な制度設計が求められているのである。 

２．研究の目的 

本研究の目的は、生物多様性保全上重要なボルネオ中央部の地域特性に応じた持続可能な発

展と生物多様性保全を実現し、気候変動緩和に資するためにどんな生計のあり方が好ましいの

かを提示することである。 

 

３．研究の方法 

まずはフィールドワークを重視する地域研究・環境社会学や文化人類学の方法に基づいて、

人々の生計実態及び土地・自然資源利用に関する経済的・社会的・法的・政治的・文化的・歴史

的な観点から地域特性に即した生計のあり方を検討する。そのため、対照的な二つの地域を研究

対象地として選定した。一つは、国立公園地域で、もう一つは焼畑農業を主な生業とする遠隔地

域である。双方とも Bahau や Kenyah といった先住民が長い間生活してきた地域である。 

 次に、市民参加・住民参加に関する国際法の枠組みの観点から国家レベルの政策を検討し、地

域の特性を活かすための実現可能な生計のあり方を提示する。 

 
４．研究成果 
 

(1) 地域特性に即した生計のあり方 

① 国立公園地域 

ロング・アランゴ村での調査から次のことが明らかになった。 

1） 自然資源に立脚した市場経済活動は少なく、多くの農家世帯は安定した現金収入源

を有していない。 

2） 陸稲の自給率 100％が達成されている一方で、人口が微増するなか、焼畑用地と水

田用地の外延的拡大が困難な状況にあることを考えると、持続可能性に将来的な不



安が存在すると考えられる。 

3） 外部者の自然資源利用を排除する慣習法に国立公園の規則が正当性を付与する補

強効果が存在する。 

以上より、持続可能な生計のあり方として、自給経済（焼畑・水田）を圧迫せずに安定した現

金収入をもたらせる市場経済活動の模索が必要であると考えられた。 

②焼畑農業を主な生業とする遠隔地域 

マハック・バル村での調査から次のことが明らかになった。 

1) 低所得世帯の多くが高圧放水ポンプ（MS）を用いた金採取に従事し、最も重要な

現金収入源であると認識していた。 

2) 近年、MS 保有者数は増えており、今後金採取の規模は拡大していくとみられる。 

3) 衛星画像分析の結果、今のところ金採取による森林被覆の減少は極めて限定的で

ある。 

4) 一方、金採取による川の汚染やそれによる川魚の漁獲量の低下など、金採取が活

発化することの負の影響を多くの村人が懸念していた。 

5) そうした問題を回避するため、慣習法組織は金採取地を特定地域に制限するルー

ルを打ち出したが守られていない。 

6) 調査対象者の多くは、焼畑耕作を維持しながら現金が得られる生計を望んでおり、

その一つとして、慣習法組織が決めたルールに基づく秩序ある金採取を挙げる者

が多かった。 

以上を踏まえると、慣習法組織による適切なルール設定とその効果的強制を図る仕組みを作

り焼畑農業と現金収入源としての金採取が継続されることが望ましいと考えられる。 

 

(2) 国家政策 

生態系を保全し、気候変動の緩和・適応に貢献し、地元住民の生活を改善するための生計オプ

ションを検討する前提として、人々の「参加」が法制度で保証されており、かつ現場の実態でも

それが実現していることが不可欠である。そのため、「参加」には生態系保全という目的を達成

するための「手段」としての参加と、人々の自律的な発展を目指す「目的」としての参加の違い

に着目して「参加」の実態と法制度の現状を評価することが必要である。 

インドネシアでは保護地域の管理に関しては「手段」としての参加が保証され、周辺部の自然

資源の利用が認められることで「目的」としての参加もおおかた実現している。そのため、人々

が現場の生計実態に合わせた自主的な資源利用の仕組みを構築しつつ現金収入源多様化の模索

をおこない、それを NGO 等と協力しつつ政府に働きかけるのが効果的となる。 

 

(3) まとめ 

地域特性に応じた現金収入源の確保・創出を参加の原則に則って進めることが重要であり、か

つその前提として自給用の農業（特に焼畑農業）の維持は欠かせないものである。 

 

＜引用文献＞ 
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